















波辺元,大島健一 (東京農工大 ･戯 ･家畜生
哩)､消水屋子 (京都大 ･霊長研)
出生後､性成熟に向け生体内では著しい変化
が起きる｡胎児期に染色体の性に生殖器や性中
枢を性分化させるために活発化した性腺は､体
成長と同調するために一時休止状態に入るとさ
れている｡しかし性腺活動は全く休止している
のではなく､春機発動に向けて身体の発育に合
わせて変化していることが､近年明らかになっ
てきた｡
[方法】本研究では (1)出生直後から4歳齢
にかけて､雌雄のカニクイザルから採血し､イ
ンヒビンをはじめとした各種生殖関連ホルモン
を測定した｡ (2)6か月齢のカニクイザルの精
典におけるインヒビンα鎖の局在性について､
免疫組枯化学的手法を用いて検討した｡
[結果】 (1)LHおよびFSH波度は雌雄とも
に出生直後に商いが､一旦は低下し3歳齢まで
基底レベルに維持されていた｡その後4歳齢に
は再び増加した｡インヒビン泣度は,出生直後
には雌雄ともに高めであったがその後低下し､
雌では4歳齢まで基底レベルで推移した｡雄で
は3歳齢から上昇を開始した｡estradiol濃度は
雄では生後数カ月は高めの個体が見られるがそ
の後は基底レベルで推移した｡雌では､出生直
後と4歳齢に高値を示した｡testosterone濃度
は雌では一貫して基底レベルであったが､雄で
は出生直後と4歳齢に増加した｡ (2)6カ月齢
の捕殺におけるインヒビンα鎖に対する陽性反
応はセルトリ細胞で祝祭された｡
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m神作用に影響する神経伝達物質送達関迎
泣伝子多型の､霊長斑退化における発生及びその
作用
井上-村山美校 (岐中大IE3･生物fZ源生産)
脳内神経伝達物質の見や感受性には迫伝的に個
体差があり､それが性格や気Tlの形成に.gi要な
役割を果たしている｡本研究では､ヒトで近年報
告された神経伝達物質送達関連迫伝子の多型を､
霊長類各種について調査し､進化過程のいつ頃出
現したのか､神経伝達物質の受容や輸送に影野を
与えるのかを調べ,脳神経系の情報処理機構の解
明に寄与することを目的としている｡
ヒトのドー パミンD4レセプターには､反役歎
2-10回の各型が存在し､長い型を持つヒトは,
性格テストで新奇性を好む傾向があるとの報告が
ある｡この反復配列の起源を調べるため､原独析
およびツバイを用いてこの街域をPCR増幅し､
塩基配列を比較した.その結束､ツバイにおいて
反復単位の原型と思われる配列が詑められた｡ロ
リスでは1回と2回､ガラゴとワオキツネザルで
は2回の反校数が認められ､原綾の段階で反復単
位が重複したことが明らかになった｡
また､類人猿の中で唯一多様な種分化を遂げて
いるテナガザル属8種を調査した結果､4､5､
6､7､8回の反復数が観察された｡古くに分岐
したとされるフクロテナガザルやクロテナガザル
では7回と8回のみが兄いだされた｡分布地域と
の関辺では,北方の大陸側に比べ､南方の島峡地
域に反位数の少ない型が見られた｡塩基配列の解
析から､ミュー ラー テナガザルは､析入校の特徴
を持つグループとマカクの特徴を持つグループに
分かれることが示唆された｡
